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7 　 脊 髄 後 角 に お け る テ タ ヌ ス 刺 激 反 復 に よ る 膜

電位画像応答の増強

小川莫有美小川真有美・高松美砂子・岡本学

藤原 直士
*

新潟大学麻酔科学教室

同 医学部保健学科検査技術科学専攻
*

【目的】 テ タ ヌ ス 刺激に対する脊髄後角の 腰電

位変化を光学的に観察し
,
解析を試み た .

【方法】 成熟 ラ ッ トの 脊髄横断 ス ライ ス 標本を

膜電位感受性色素 で染色後,
e n t ry z o n e を刺激 し ,

神経細胞の 膜電位変化を高速 カ メ ラ で撮影 .

【結果】 テ タ ヌ ス 刺激を加 え ると徐 々 に 興奮 が

広がり
,
繰り返すこ と で応答の強度が強くな っ た .

C P P ( 5
′
" M ) 濯流後, それは抑制された . ま た,

テ タ ヌ ス刺激反復後
,
単発刺激に対する応答の 増

強は認め られなか っ た .

【考察】 c p p 濯流後 ,
応答が抑制 された こ と に

より ,
こ の 反応は N M D A 受容体を介 した興奮性

ア ミ ノ酸 シ ナ プス の 関与が示唆される. 応答の 増

強が ニ ュ - ロ ン の p ot e n ci ati o n で あれば,
単発刺

激 に対 して も増強 して よい はずで あるが
,
それは

認め られなか っ た . 今回観察 された反応 は
,
神経

の 活動電位に 伴 っ て ,
細胞間隙に K が蓄積す る こ

と によ っ て起 きた グリ ア細胞の 脱分極も合わせ て

観察 して い る可能性も考えられる .

8 　 イ ソ フ ル レ ン の 脊 髄 後 角 に お け る 作 用
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吸入麻酔薬は中枢神経系 に作用 して鎮静作用及

び鎮痛作用をもた らす こ と が示唆さ れて い る が
,

そ の作用機序 は い まだ解明されて い な い . 近年脊

髄が吸入麻酔薬の 重要 な作用部位 で ある ことが示

唆 された . 痛覚の 入 り口 で ある脊髄後角は種々 の

薬物 の 主たる作用部位 であり, 可塑的変化がお こ

る場所と して も注 目されて い る . そ こ で
,
成熟 ラ

ッ ト脊髄 ス ライ ス 標本 で ホ ー

ル セ ル バ ッ チ ク ラ ン

プ法を用 い て
,
イ ソ フ ル レ ンの脊髄後角で の 作用

,

主 に G A B A 抑制系に 対する作用を調 べ た . そ の 結

宋イ ソ フ ル レ ン は脊髄後角に お い て G A B A 抑制

系を増強 し
,
後根刺激により誘発される興奮性 シ

ナ プス 後電流を抑制 した . イ ソ フ ル レ ンは臨床_演

度で鎮痛作用がある可能性が示唆された .

9　脊髄後角細胞における単シナプス性および多

シナプス性興奮性シナプス伝達に対するミダ

ゾラム の作用
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水溶性 ベ ン ゾ ジア ゼ ピ ン受容体作動薬であるミ

ダゾ ラ ム は
,
実験動物及びヒ トにお い てく も膜下

投与 により抗侵害作用を示す. 以前当教室の河野

らが
,
脊髄後角腰様 質 ( s G) に お い て ミ ダゾ ラ

ム が G A B A を介 し た抑制性 シ ナ プス 伝達を増強

す る事を明 らか に して い る . そ こ で 今回我 々 は ,

ミ ダゾ ラム の興奮性 シ ナ プス 後電流 (E P S C) に

対する作用を
,
ラ ッ トス ライ ス標本を用い て検討

した . 濯流投与 した ミ ダゾ ラ ム (1 〃M ) は ,
単シ

ナ プ ス 性 E P S C に影 響 を与 え ず多 シ ナ プ ス 性

E P SC を抑制 した . 脊髄 に投与 された ミ ダゾ ラ ム

は
,

一 次求心性線維 には影響を与えず, 抑制性介

在 ニ ュ ー ロ ンを賦活化する こ と により脊髄後角に

お い て抗侵害作用を発揮する もの と考 えられた.

1 0 　 N M D A 受 容 体 ε 1 サ ブ ユ ニ ッ ト ノ ッ ク ア ウ ト

マウスにおいて疼痛関連行動は不変である
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N M D A 受容体は末梢組織や末梢神経 の 損傷を

伴 う中枢神経系 ニ ュ ー ロ ン の 過剰興奮性 に お い て

非常に重要な役割を果た して い る こ とが知られて

き た. 機能的な受容体は( 1 サ ブ ユ ニ ッ トと 4 種

類の E サ ブ ユ ニ ッ トか ら構成される .

最近 e 2 サ ブ ユ ニ ッ トを含む N M D A 受容体 は

侵害受容 に お い て 重要 で ある こ と が 分か っ て き


